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この取扱説明書の使いかた
• 操作を始める前に、「準備」（10ページ）をご覧になって接
続などの準備を済ませてください。

• この取扱説明書では、主に本体のボタン類を使った操作を
説明しています。

— リモコンに本体と同じ表示のボタンがある場合は、そ

のボタンを使って本体のボタンと同じ操作ができま

す。

— 本体とリモコンの表示が違うボタンで、同じ操作がで

きることもあります。この場合は本体のボタン類の後

ろに、同じ操作をするリモコンのボタンを（　）に入れ

ています。

例）HXボタン（Xボタン）を押す。

• この取扱説明書では、次の記号を使っています。

記号 意味

Z この操作はリモコンにあるボタンでのみ可能です。

z 知っていると便利な情報です。

使用上のご注意
設置場所について
次のような場所には置かないでください。

• ぐらついた台の上や不安定な所。
• じゅうたんや布団の上。
• 湿気の多い所、風通しの悪い所。
• ほこりの多い所。
• 直射日光が当たる所、温度が高い所。
• 極端に寒い所。
• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。
（チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしょに使用す

るとき、近くに置くと、雑音が入ったり、映像が乱れたり

することがあります。特に室内アンテナのときに起こりや

すいので屋外アンテナの使用をおすすめします。）

音量を調節するときは
MDはアナログカセットテープに比べ、非常に雑音が少なく
なっています。アナログカセットテープのときのように音の

ない部分で雑音を聞きながら音量を調節すると、思わぬ大音

量が出て、スピーカーを破損するおそれがあります。

再生を始める前には音量を必ず小さくしておきましょう。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみになるときは、

となり近所に迷惑がかからないような音量

でお聞きください。特に夜は小さな音でも

周囲によく通るものです。

窓をしめたり、ヘッドホンをご使用になる

などお互いに心を配り、快い生活環境を守

りましょう。このマークは音のエチケット

のシンボルマークです。

結露について
寒いときにお部屋の暖房を入れた直後など、本機の内部に水

滴がつくことがあります。これを結露といいます。そのまま

では、正常に働かないばかりでなく、MDや内部の部品もい
ためてしまいます。本機をご使用にならないときは、MDを
取り出しておくことをお勧めします。

結露が生じたときは、電源を入れたまま、約1～数時間放置
し、再度電源を入れ直してからご使用ください。もし何時間

たっても正常に動作しない場合は、ソニーサービス窓口にご

連絡ください。

お手入れのしかた
キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗剤溶液を少し含ま

せた柔らかい布で拭いてください。シンナー、ベンジン、ア

ルコールなどは表面をいためますので使わないでください。

乾電池の交換のしかた
乾電池ケースをリモコンから引き出し、ボタン電池をはずしま
す。次に、新しい電池の＋の刻印のある面を上にしてケースに
入れ、ケースをリモコンにはめ込みます。

1

2

1 押し続ける。
2 引く。

警告
乾電池を正しく交換しないと、液もれや破裂のおそれがありま
す。メーカー推奨の、同じまたは同等の型の電池を使用してくだ
さい。また、捨てるときにはメーカーの指示に従ってください。

MDの取り扱いかた
MDはカートリッジに収納され、ゴミや指紋を気にせず手軽に
取り扱えるようになっています。ただし、カートリッジの汚

れやそりなどが誤動作の原因になることもあります。いつま

でも美しい音で楽しめるように次のことにご注意ください。

• シャッターを無理に開けようとすると、こわれることがあ
ります。シャッターが開いてしまった場合は、内部のディ

スクに触れずに、すぐに閉めてください。

• ディスクに付属のラベルは、必ずラベル貼付用のくぼみに貼っ
てください。ラベルの形はディスクによって異なります。

置き場所について
直射日光が当たる所など温度の高い所や湿度の高い所には置

かないでください。

定期的にお手入れを
カートリッジ表面についたホコリやゴミを乾いた布で拭き

取ってください。

高速CDシンクロ録音について
CDの状態によっては音飛びや雑音、不要な曲がMDに録音
されることがあります。このようなときはCDをきれいにし
てノーマルスピード録音してください。

ラベルを貼る位置
シャッター

リチウムボタン電池CR2025
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各部の名称と
はたらき
この章では、本体前面と付属のリモコ
ンの各部の名称とはたらきの簡単な説
明をしています。
また、表示窓の見かたについての説明
もしています。
各部のはたらきについて詳しくは、名
称のあとの（　）内のページをご覧く
ださい。

本体前面

1 `/1（電源）スイッチ（12、21ページ）
押して電源を入れるとSTANDBYランプが消灯します。
もう一度押して電源を切ると、ランプが点灯し、本機は

スタンバイ状態になります。

2 リモコン受光部

付属のリモコンを受光部 に向けて操作します。

3 LPインジケーター（15ページ）
録音モードをLP2、LP4ステレオに設定したときに点灯
します。また、LP2、LP4ステレオ録音したMDの再生
中にも点灯します。

4 H.A.T.S.ランプ
レシーバーでH.A.T.S.機能がオンのときに点灯します。

z H.A.T.S.機能とは
レシーバーのH.A.T.S.（Hogh quality digital Audio
Transmission System）機能が働いていると、入力さ
れたデジタルオーディオ信号を一時的にバッファに蓄

え、精度の高いタイミングでバッファから信号を読み出

しアナログ信号に変換します。このため、デジタルオー

ディオ信号転送時に生じるジッター（信号を読み取るタ

イミングの時間軸のゆれ）の影響を受けず、音質がよく

なります。

5 DISPLAYボタン（9、13、16、20、21ページ）
• 停止中に押すと、ディスクの情報を表示します。
• 録音中に押すと、録音中の曲の情報または残りの録音
可能時間を表示します。

• 再生中に押すと、再生中の曲の情報を表示します。
• 録音中または録音待機中に押すと、録音レベルを調節
できます。
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1 2 3 4 56 7

qh qg qf qd qs

8 9 0 qa

STANDBY LP H.A.T.S

INPUT

DISPLAY REC MODE

HIGH SPEED CD SYNCHRO REC

. > 

?/1

A x

z

矢印の向きに差し込む

ラベル面を上に

6 表示窓（8、16、32、35ページ）
さまざまな情報を表示します。

詳しくは「表示窓」（8ページ）をご覧ください。

7 MD挿入口（12、21ページ）
下図のようにMDを差し込みます。

8 Aボタン（12、21ページ）
MDを取り出します。

9 HXボタン（12、19、21、22ページ）
• 停止中に押すと再生を始めます。
• 再生中に押すと一時停止します。
• 録音中に押すと一時停止します。
• 再生や録音の一時停止中に押すと、再生や録音を再開
します。

0 xボタン（12、20、21ページ）
再生、録音などを止めます。また、選んだ項目を取り消

します。

qa ./>ボタン（12、15、16、19、21、22ページ）
曲を頭出ししたり、メニュー項目や設定項目を変更した

りするときに使います。

qs REC zボタン（12、17ページ）
録音します。また、曲番を自分で付けるときにも使いま

す。

qd CD SYNCHROボタン（19ページ）
CDシンクロ録音を始めます。

qf HIGH SPEEDインジケーター（20ページ）
高速CDシンクロ録音中に点灯します。

qg REC MODEボタン（15ページ）
モノラル録音、ステレオ録音、LP2ステレオ録音、LP4
ステレオ録音を切り換えます。

qh INPUTボタン（12ページ）
MDに録音するとき、本機に入力する音源を選びます。
音源がSTR-LSA1またはCDP-LSA1のときは、対応す
る機器の表示窓に一時的に「N N n n」と表示され

ます。他の音源に変更したいときはもう1度押してくださ
い。

x

A

. 

> 

z
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1 `/1（電源）スイッチ（12、21ページ）
押して電源を入れると、本体前面のSTANDBYランプが
消灯します。もう一度押して電源を切ると、ランプが点

灯し、本機はスタンバイ状態になります。

2 DISPLAYボタン（9、13、16、20、21、24ページ）
表示窓の情報を切り換えます。

3 SCROLLボタン（21ページ）
長いディスク名や曲名をスクロールして表示します。

4 LEVEL ＋／－ボタン（16ページ）
録音レベルを調節します。

5 INPUTボタン（12ページ）
MDに録音するとき、本機に入力する音源を選びます。

6 zボタン（12、17、19ページ）
録音します。また、曲番を自分で付けるときにも使いま

す。

7 xボタン（12、20、21ページ）
再生、録音などを止めます。また、選んだ項目を取り消

します。

8 m/Mボタン（22、23、29、30、32ページ）
曲の中の聞きたい部分を探すときに使います。また、

カーソルを移動します。

9 REC MODEボタン（15ページ）
モノラル録音、ステレオ録音、LP2ステレオ録音、LP4
ステレオ録音を切り換えます。

0 FADERボタン（36ページ）
フェードイン・フェードアウト録音を行います。

qa T.RECボタン（18ページ）
タイムマシン録音を始めます。

qs MUSIC SYNCボタン（19ページ）
ミュージックシンクロ録音を始めます。

qd CLEARボタン（24、33ページ）
選んだ曲番や文字を取り消します。

qf NAME EDIT/SELECTボタン（32、33ページ）
ディスク名や曲名を付けたり、変更したりするときに使

います。また、入力する文字の種類を選びます。

w;

2

wa ws 1

3

4

5

6

7

8

9

0

ql

qk

qj

qh

qg

qdqf qs qa

?/1

. > m M

N X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

PLAY MODE

ABC
,
–/, DEF DISPLAY

JKLGHI MNO

TUVPQRS WXYZ

SCROLL

YESMENU/NO FADER REC MODE

CLEAR
NAME EDIT/

SELECT M.SYNC T.REC

INPUT LEVEL

REPEAT
CLEAR

MD
AyB

–

+

ア� カ� サ�

タ� ナ� ハ�

マ� ヤ� ラ�

゛゚_ ワ�

リモコン
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qg MENU/NOボタン（15～19、25、26、28～38ページ）
「Edit Menu」または「Setup Menu」を表示します。

YESボタン（15～17、19、24～26、28～38ページ）
選んだ項目を確定します。

qh ./>ボタン（12、15～19、21、22、24～26、
28～38ページ）
曲の頭出し、項目や設定の選択を行います。また、入力

する文字を選びます。

qj Xボタン（12、20、21ページ）
再生や録音を一時停止します。また、一時停止した再生

や録音を再開します。

qk Nボタン（12、19、21、22、24ページ）
再生を始めます。

ql 文字／数字入力ボタン（22、24、32ページ）
文字、数字を入力したり、曲番を選びます。

w; PLAY MODEボタン（24ページ）
シャッフル再生またはプログラム再生を選びます。

wa REPEAT CLEARボタン（23ページ）
• リピート再生を選びます。
• 全曲リピートまたは1曲リピート中に押すと、ふつうの
再生に戻ります。

ws AyBボタン（23ページ）
A-Bリピート再生を選びます。
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表示窓

1 再生モード表示

SHUF表示（24ページ）
シャッフル再生を選ぶと表示されます。

PGM表示（24ページ）
プログラム再生を選ぶと表示されます。

REP表示（23ページ）
リピート再生を選ぶと表示されます。

• 全曲リピートを選ぶと「REP」が表示されます。
• 1曲リピートを選ぶと「REP 1」が表示されます。
• A-Bリピートを選ぶと「REP A-B」が表示されます。

2 録音モード表示（15ページ）
• 録音モードをモノラルに設定したときやモノラル録音
したMDの再生中は「MONO」が表示されます。

• 録音モードをLP2ステレオに設定したときやLP2ステ
レオ録音したMDの再生中は「LP2」が表示されます。

• 録音モードをLP4ステレオに設定したときやLP4ステ
レオ録音したMDの再生中は「LP4」が表示されます。

• 録音モードをステレオに設定したときやステレオ録音
したMDの再生中は「MONO」、「LP2」、「LP4」が消
灯します。

3 TOC EDIT表示（14、28、38ページ）
• 録音内容がまだMDに記録されていないときは「TOC」
が表示されます。録音した内容をMDに記録している
ときは「TOC」が点滅します。

• 編集操作中は「TOC EDIT」が表示されます。

4 高速CDシンクロ録音表示（20ページ）
• 2倍速CDシンクロ録音（LP2またはLP4ステレオ録音）
時は「×2」が表示されます。

• 4倍速CDシンクロ録音（ステレオ録音またはモノラル
録音）時は「×4」が表示されます。

5 L.SYNC表示（18ページ）
録音中、自動的に曲番を付けるときに表示されます。

6 情報、メニュー表示部（8、9、16、32、35ページ）
• 編集中やメニュー操作中は、パラメーターを表示しま
す。

• 録音中や録音待機中は、入力レベルを表示します。
• 本機の状態に応じて（再生、録音など）、ディスクや曲
の情報（名前、再生時間など）を表示します。

ご注意
• DISPLAYボタンを押したときに表示される内容は、各状態ご
とに内容が変更されるまで変わりません（詳しくは下記をご覧

ください）。しかし、電源コンセントを抜くと、次に電源を入

れたときに表示内容は初期値（工場設定値）に戻ります。

• 時間表示は録音モードによって異なることがあります。

MDを挿入したとき
次の情報が自動的に表示されます。

ディスク名

r

全曲数と録音済み時間

1 2 3

6 5 4
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停止中
DISPLAYボタンを繰り返し押す。
押すたびに、表示は次のように変わります。

t 全曲数と録音済み時間（初期設定）

r

残りの録音可能時間（録音可能なMDのみ）＊

r

ディスク名＊＊
＊ 市販のMDソフトでは表示されません。
＊＊ディスク名が付いていないときは「No Name」と表示されます。

録音中
DISPLAYボタンを繰り返し押す。
押すたびに、表示は次のように変わります。

t 曲番と録音中の曲の経過時間（初期設定）

r

残りの録音可能時間

r

入力信号のレベル

r

曲名＊
＊ 曲名が付いていないときは「No Name」と表示されます。

再生中
DISPLAYボタンを繰り返し押す。
押すたびに、表示は次のように変わります。

t 曲番と現在再生している曲の経過時間（初期設定）

r

曲番と現在再生している曲の残り時間

r

ディスクの残り時間

r

曲名＊
＊ 曲名が付いていないときは「No Name」と表示されます。

プログラム再生中
DISPLAYボタンを繰り返し押す。
押すたびに、表示は次のように変わります。

t 曲番と現在再生している曲の経過時間（初期設定）

r

曲番と現在再生している曲の残り時間

r

プログラム再生する残り時間

r

曲名＊
＊ 曲名が付いていないときは「No Name」と表示されます。
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接続を始める前に

付属品を確認する

本機とともに、次の付属品が同梱されています。

• i.LINKケーブル（4ピンy4ピン）（1）
• リモコン（1）
• ソニーサービス窓口・ご相談窓口のご案内（1）
• 保証書（1）

以上の付属品がそろっていないときは、お買い上げ店、また

はソニーサービス窓口にご連絡ください。

リモコンを使う前に

カードリモコンには、出荷時にリチウムボタン乾電池

（CR2025）1個が内蔵されています。
お使いになる前に、下図のようにして絶縁シートをリモコン

から引き抜いてください。

リモコンで操作するときは
リモコンを本体のリモコン受光部 に向けて操作する。

液もれを防ぐために
長い間リモコンを使わないときは、電池を取り出してください。

z 乾電池の寿命は約6か月です。
残りが少なくなると、リモコンで操作できる距離が短くなります。
これを目安にして、新しい乾電池に交換してください。

ご注意
• 子供の手の届かないところに置いてください。万一電池を飲み込ん
だ場合には、直ちに医師と相談してください。

• 接触不良を防ぐため、使用する前に電池ケースの中と電池を乾いた
布でよく拭いてください。

• ＋と－の向きを正しく入れてください。
• 金属製のピンセットなどで電池をつかまないでください。ショート
するおそれがあります。

• 充電しないでください。
• 液漏れしたときは、電池ケースに付いた液をよく拭き取ってから新
しい電池を入れてください。

• 電池を長い間入れたままにしておくと、電池の一部に白い粉がつく
ことがあります。乾いた布などで拭き取ってからお使いください。

• リモコンを使うときは、リモコン受光部 に直射日光や照明器具
などの強い光が当たらないようにご注意ください。リモコン操作が
できない場合があります。

警告
乾電池の使い方を誤ると、破裂のおそれがあります。
分解や加熱をしないでください。また、捨てるときは燃えないゴ
ミとして処理してください。

準備
この章では、お手持ちのオーディオ機
器と本機のi.LINK接続のしかたを説
明します。
接続する前に必ずお読みください。



11

準
備

i.LINK対応機器に接続する

i.LINK S200

v v

i.LINK i.LINK

レシーバー
など*

CDプレーヤー
など*

電源コード

本機とi.LINK接続できる機器

本機と以下の機器をi.LINKケーブルでつなぐことができます。
• レシーバー STR-LSA1
• CDプレーヤー CDP-LSA1

z i.LINK接続について
38ページの「i.LINKについて」をご覧ください。

ご注意
• 本機が対応している信号は、以下のとおりです。
伝送プロトコル A&Mトランスミッションプロトコル

（IEC61883-6）
信号フォーマット 2チャンネルリニアPCM（IEC60958）
サンプリング周波数 （入力） 32 kHz、44.1 kHz、48 kHz

（出力） 44.1 kHz
i.LINK機器の中には、暗号化したオーディオ信号を扱う機器があ
ります。それらの機器が出す暗号化された信号や、本機が対応して
いない信号（DVやMPEGなど）に関しては、本機は扱うことはで
きません。各機器が対応している信号の種類、暗号化について詳し
くは、各機器の取扱説明書をご覧ください。

• 本機の動作中（録音中など）に、本機や本機に接続しているi.LINK
対応機器のi.LINKケーブルを抜き差ししないでください。誤動作
するおそれがあります。

• 本機のi.LINK S200端子と他の機器のi.LINK S200またはS400端子を、
i.LINK S100端子を備える機器をはさんで接続しないでください。

• 本機が、i.LINK S200またはS400端子を備える機器とLINCしている
とき、他のi.LINK S100端子を備える機器からはこれらの機器に正し
くLINCできません。このときは、i.LINK S200またはS400端子を備
える機器に対して、まずi.LINK S100端子を備える機器からLINCし
た後で、本機からLINCしてください。LINC（Logical INterface
Connection）について詳しくは、39ページをご覧ください。

電源コードを接続する

プラグを壁のコンセントに差し込みます。

ご注意
タイマーをお使いになるときは、電源コードをタイマーのコンセン

トに差し込んでください。

必要なコード類

i.LINKケーブル（2）（1本のみ付属）

接続に関するご注意

• 本機と、本機に接続する機器の電源を切ってから接続して
ください。

• すべての接続が完了するまで、電源コードは接続しないで
ください。

• プラグはしっかりと差し込んでください。不完全な接続は
誤動作の原因となります。

i.LINKを使って接続する

つなぐもの つなぐ端子

レシーバー、CDプレーヤーなど i.LINK S200端子

i.LINKを使ってつなぐときのご注意

i.LINK端子に金属が触れるとショートし、接続した機器にト
ラブルが生じる場合があります。

別売りのi.LINKケーブルについて

下記のソニー製i.LINKケーブル（別売り）をお使いくださ
い。

• VMC-IL4415（1.5 m）
• VMC-IL4435（3.5 m）

* i.LINK対応機器はどちらのi.LINK S200端子につないでもかまいません。
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MDに録音する
この章では、さまざまな録音のしかた
や曲番の付けかた、他の機器とのシン
クロ録音のしかたを説明しています。
録音を始める前に「システム上の制
約」（41ページ）もお読みください。

録音する

すでに録音済みのMDに録音するときは、自動的に録音済み
の部分の続きに録音します。

?/1

INPUT 

REC z 

?/1

xA

A HX

. > 

./>

z

x

1 本機の`/1（電源）スイッチを押して電源を入れる。

STANDBYランプが消灯します。

2 録音したい音源とレシーバーの電源を入れ、レシーバー

で音源を選ぶ。

3 録音用のMDを入れる。

4 INPUTボタンを繰り返し押して、録音したい音源を選
ぶ。

録音したい音源が表示されないときは13ページをご覧く
ださい。

5 必要に応じて録音モードを選ぶ。

詳しくは、「長時間録音する」（15ページ）をご覧くださ
い。

6 必要に応じて録音を始める位置を決める。

新しいMDに録音するとき、または録音済み部分の続き
に録音するときには、この手順は不要です。手順7に進ん
でください。

• 録音済みの曲の頭から消しながら録音したいとき
./>ボタンを繰り返し押して消したい曲の曲番を

表示させる。

• 録音済みの曲の途中以降から消しながら録音したいと
き

./>ボタンを繰り返し押して消したい曲の曲番を

表示させ、HXボタン（またはNボタン）を押して再

生を始め、録音を始めたいところでHXボタンをもう

1度押す（またはXボタンを押す）。

7 録音したい音源の再生を始める。

8 REC zボタンを押す。
録音待機状態になります。

9 必要に応じて録音レベルを調節する。

詳しくは、「録音レベルを調節する」（16ページ）をご覧
ください。

10HXボタン（またはNボタン、Xボタン）を押す。

録音が始まります。
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z 手順8で「Overwrite」が点滅しているときは、録音済みの部
分を消しながら録音します。

z 録音した曲をすぐに再生して確認できます。
録音を止めた直後に、HXボタン（またはNボタン）を押す。

今回録音した最初の曲から再生が始まります。

z 録音したあと、すぐに1曲目から再生できます。
1 録音を止めた直後に、もう一度xボタンを押す。

2 HXボタン（またはNボタン）ボタンを押す。

MDの最初の曲から再生が始まります。

ご注意
録音中は、電源コードやi.LINKケーブルを抜き差ししないでくださ
い。正しく録音できないことがあります。

録音中の基本操作

操作 使うボタン

録音を止める xボタン

録音を一時停止する HXボタン（またはXボタン）

一時停止した録音を再開する HXボタン（またはNボタン、
Xボタン）

表示窓の表示を切り換える DISPLAYボタン（9ページ）

MDを取り出す 録音を止めたあと、Aボタン

録音を一時停止したあとで再開すると
曲番が変わります。例えば、4曲目を録音中に録音を一時停
止すると、録音を再開したところから5曲目になります。

録音の誤消去を防ぐには
MDの誤消去防止つまみをずらして、孔が開いた状態にする
と、録音できなくなります。孔を閉じると、再び録音できる

ようになります。

手順4で音源が表示されないときは
本機が音源の情報を読み込むときにエラーが起きたか、本機

が機器からの情報を読み込めなかった可能性があります。

次のようなメッセージが表示されます。

メッセージ 意味

Disc、Tunerなど 機器の一般的な情報だけ読み込んだ。

Unknown 機器の情報を読み込むことができなかっ
た。ただし、接続した機器を操作するこ
とはできます。

No Device 本機に機器が接続されていない。

CANNOT LINC 選んだ機器を録音できない。

誤消去防止つまみ

孔を開く

MD裏面
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録音中の表示について

「Protected」と「C11」が交互に表示されるとき
ディスクが誤消去防止状態になっています。ディスクを取り

出し、録音可能状態にしてください。詳しくは「録音の誤消

去を防ぐには」（13ページ）をご覧ください。

「Cannot Copy」と「C12」が交互に表示されるとき
本機にはシリアルコピーマネージメントシステムが搭載され

ています。デジタル入力端子を通して録音されたMDはデジ
タル出力端子を使って他のMDやDATに録音することはでき
ません。詳しくは本ページの「デジタルオーディオをコピー

するときのルール―シリアルコピーマネージメントシステ

ム」をご覧ください。

「Impossible」が表示されるとき
シャッフル再生またはプログラム再生（24ページ）を選んだ
状態で、録音済みの部分に録音しようとしています（「録音す

る」12ページをご覧ください）。ふつうの再生（21ページ）
またはリピート再生（23ページ）を選んだときのみ、録音済
みの部分に録音できます。

「NO SIGNAL」が表示されるとき
本機への入力がないので録音できません。

「Tr」が点滅するとき
録音済みの部分を消しながら録音しています。録音されてい

ない部分に初めて録音しているときには、「Tr」は点灯しま
す。

録音後の表示について

「TOC」が点灯しているとき
録音内容はまだMDに記録されていません。「TOC」が点灯
しているときに電源プラグをコンセントから抜かないでくだ

さい。録音した内容をMDに記録できなくなります。MDを
取り出そうとしたとき、または本機の電源を切ろうとしたと

きに録音内容はMDに記録されます。

「TOC Writing」が点滅しているとき
録音した内容をMDに記録しています。このとき、電源プラ
グをコンセントから抜いたり、本体をゆらしたりしないでく

ださい。録音した内容が正しく記録されない場合がありま

す。

デジタルオーディオをコピーするときのルール
―シリアルコピーマネージメントシステム

デジタルオーディオでは、音声をデジタル信号でやりとりし

ます。コンパクトディスク（CD）、ミニディスク（MD）、デ
ジタルオーディオテープ（DAT）、衛星デジタル音楽放送な
どがこれに相当します。これらは音楽を手軽に、劣化の少な

い状態でコピーできます。このため、音楽ソフトの著作権を

保護するコピー規制が必要になりました。それが「シリアル

コピーマネージメントシステム」です。本機の設計はこのシ

ステムに準拠しています。概要は以下の通りです。

原則1
デジタル録音したものから、さらに他のデジタル録音機器（MDや
DATデッキなど）へのデジタル録音はできない。

原則2
アナログ録音したものは、他のデジタル録音機器へ1度だけデジタル
録音できる。

ご注意
• CS/BSチューナーからはデジタル録音できないことがあります。
これは、放送局側で放送チャンネルや番組のデジタル録音を、禁止

または制約する場合があるためです。

• 機器のアナログ入出力端子同士を接続してアナログ録音するとき
は、上記の原則にあたりません。

• 著作権を保護するためのコピーコントロール信号を除去、改変して
コピーを作成することは、個人として楽しむ目的であっても法律で

禁止されています。

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほ

かは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。

なお、この商品の価格には、著作権法上の定めによ

り、私的録音補償金が含まれております。

（お問い合わせ先　（社）私的録音補償金管理協会　

Tel. 03-5353-0336）

録音する前のご注意
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録音時間を2倍長または4倍長（60分のMDなら120分または
240分）にしてステレオ録音することができます（MD LP録
音）。また、モノラル録音では、ステレオ信号をモノラルに

変換して録音します。録音時間は、通常のステレオ録音の約

2倍になります。
LP4ステレオ録音モード（4倍長時間録音モード）は、特殊な
圧縮方式によって長時間ステレオ録音を実現しています。音

質を重視するときは、ステレオ録音モードまたはLP2ステレ
オ録音モード（2倍長時間録音モード）をおすすめします。

ご注意
MD LP録音したMDを再生するときは、MD LP対応機器を使ってく
ださい。MDLP未対応機器では再生できません。

A

REC MODE

1「録音する」の手順1～4（12ページ）を行う。

2 REC MODEボタンを繰り返し押して、録音モードを選
ぶ。

録音モード 選ぶ表示

モノラル録音 MONO

ステレオ録音（初期設定）表示なし

LP2ステレオ録音 LP2

LP4ステレオ録音 LP4

3「録音する」の手順6～10（12ページ）を行う。

z LP2またはLP4ステレオ録音を選んだときは
LPインジケーターが点灯します。

ご注意
• 録音中または録音一時停止中に録音モードを変えることはできませ
ん。

• LP2、LP4ステレオ録音された曲には、S.F EDITは使えません。

zMD LP録音時に、曲名の最初に「LP：」を付けるにはZ
MD LP未対応機器で再生しようとすると表示されます。再生できな
いことが一目で分かるため便利です。この機能をやめるときは下記

の手順を行ってください。

1 停止中または再生中にMENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「LP Stamp On」を表示させ、
YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「LP Stamp Off」を表示させ、
YESボタンを押す。

4 MENU/NOボタンを押す。

曲名の最初に再び「LP：」を付けるようにするには、手順3で「LP
Stamp On」を表示させます。

ご注意
• 記録された「LP：」は、MD LP未対応機器で再生しようとしたと
きに、再生ができないことを表示する確認用のスタンプです。再生

可能なMD LP対応機器では表示されません。
• Onに設定すると曲名として記録されるため、1枚のMDに入力でき
る文字数が少なくなります。

•「LP：」付きの曲名をコピーするとコピー先にも「LP：」が自動的
に付きます。DIVIDE機能を使って曲を分けると、後の方の曲にも
「LP：」が付きます。

長時間録音する
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?/1

xA

. > 

./>

z

YES

DISPLAY

./>

MENU/NO

–

+

?/1

. > m M

X x z

7 8 9

10
/0

1 2 3

4 5 6

N

>10

DISPLAY

MDの残り時間を調べる

DISPLAYボタンを繰り返し押す。

本機の状態 表示される情報

停止中 録音済みの時間 y 録音可能な時間

録音中 録音中の曲の経過時間 y 録音可能な時間

詳しくは9ページをご覧ください。

ご注意
録音モードによって表示される時間は異なります。

録音中の無音部分を自動的に消す（スマートス
ペース／オートカット）Z

録音中に入力信号が途切れたときに、録音されてしまった無

音部分を自動的に消すことができます。入力信号が途切れた

長さによって、本機の動作は変わります。

スマートスペース
信号が途切れてから30秒以内に再び入力されると、録音され
た無音部分は曲間の約3秒を残して自動的に消され、そのま
ま録音が続きます。この機能が働いているとき、「Smart
Space」と表示されます。

必要に応じて、録音レベルを調節できます。

?/1

DISPLAY

xA

. > 

./>

z

1 「録音する」の手順1～7（12ページ）を行う。

2 音源の再生レベルが一番高い部分（音が一番大きい部分）

を再生する。

3 DISPLAYボタンを繰り返し押して、入力レベルを表示
させる。

4 音を聞きながら./>ボタン（またはLEVEL ＋／－
ボタン）を繰り返し押して、録音レベルを調節する。

再生レベルが一番高いときに、ピークレベルメーターの

右端のインジケーターが常に点灯した状態にならないよ

うに調節します。

ここが常に点灯しないように調節

5 録音する音源の再生を止める。

6 このまま録音を始めるときは、「録音する」の手順7（12
ページ）以降を行う。

zピークホールド機能を使うことができます。Z
入力信号のレベルが一番高くなったときのピークレベルメーターの

状態を、そのレベルを超える信号が入力されるまで止めて表示させ

ることができます。

1 MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「P.Hold Off」（初期設定）を表
示させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「P.Hold On」を表示させ、
YESボタンを押す。

4 MENU/NOボタンを押す。
ピークホールド機能をやめるときは、手順3で「P.Hold Off」を表示
させます。

ご注意
＋18.0 dBまでしか音量を上げることはできません。接続している
機器の出力レベルが低い場合、録音レベルを最大にすることができ

ないことがあります。

録音レベルを調節する 録音するときに便利な機能
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録音中に曲番を付ける
（トラックマーキング）

オートカット
信号が途切れてから30秒以上経つと、録音された無音部分は
曲間の約3秒を残して自動的に消され、録音一時停止状態に
なります。この機能が働いているとき、「Auto Cut」と表示
されます。

スマートスペースとオートカットを設定するためには、以下

の手順を行います。

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「S.Space On」を表
示させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

スマートスペースとオートカットを 選ぶ設定

自動的に働かせる S.Space On
（初期設定）

働かせない S.Space Off

4 MENU/NOボタンを押す。

ご注意
• 信号が入力されていない状態で録音を始めると、設定にかかわらず
スマートスペースとオートカットは働きません。

• スマートスペースが働いた前後で曲番が変わらないことがありま
す。

• スマートスペースとオートカットの設定は共通です。どちらか一方
だけを働かせることはできません。

• 本機の電源を切ったり、電源プラグを抜いたりしても設定は記憶さ
れています。

• オートカットによる録音一時停止状態が約10分間続くと、録音は
自動的に停止します。

自分で付ける方法と、自動的に付ける方法の2通りがありま
す。曲番を付けると、曲の頭出しや編集操作をするときに便

利です。
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–
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N
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REC z

自分で付ける（マニュアルトラックマーキング）

録音中に、曲番を付けたいところでREC zボタンを押す。

自動で付ける（オートトラックマーキング）Z

i.LINK S200端子に接続したCDプレーヤーやMDデッキか
ら録音するときは、音源のCDまたはMDと同じ曲番が自動
的に付きます。i.LINK接続した他の音源から録音するときに
自動で曲番を付けるためには、以下の設定を行います。ただ

し、テープやラジオなどの音源で雑音が多い場合、自動で曲

番を付けることはできません。

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「T.Mark Lsync」を
表示させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

オートトラックマーキングを 選ぶ設定

働かせる T.Mark Lsync
（初期設定）

働かせない T.Mark Off
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6秒前の音から録音する
（タイムマシン録音）Z

4 MENU/NOボタンを押す。
手順3で「T.Mark Lsync」を選んだときは「L.SYNC」
が点灯します。

入力される信号のレベルが1.5秒以上続けて–50 dB以下
になったあとで、再び–50 dB以上のレベルの信号が入力
されたときに新しい曲番が付きます。

オートトラックマーキングの基準になる入力信号のレ
ベルを設定するにはZ
ここで設定したレベル以下の信号入力が1.5秒以上続いたあ
とで、再び設定レベル以上の信号が入力されたときに新しい

曲番が付きます。

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「LS（T）」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して入力信号のレベルを選

び、YESボタンを押す。
入力信号のレベルは–72 dB～0 dB（2 dB単位）の範囲
で選べます。

4 MENU/NOボタンを押す。

z 曲番の付きかたの補足情報
• i.LINK接続したCDプレーヤーやMDデッキから録音するとき、
以下の場合は録音した部分全体に対して1つしか曲番が付かないこ
とがあります。

— 1曲リピートなどで同じディスクのある1曲を繰り返し録音した
とき

— 違うディスクの同じ曲番を続けて録音したとき

— 一部のCDプレーヤーまたはマルチディスクプレーヤーから録
音したとき

いずれの場合も、録音後に曲を分けてください。また、MDから録
音した曲が4秒以下（ステレオ、LP2ステレオ、モノラル録音時）
または、8秒以下（LP4ステレオ録音時）のときは曲番が付かない
ことがあります。

• i.LINK接続したDATや衛星放送を録音するときは、録音した部分
全体が1曲として扱われ、1つしか曲番が付きません。

• i.LINK接続したDATや衛星放送を録音しているときに入力信号の
サンプリング周波数が変わると、オートトラックマーキングの設定

にかかわらず新しい曲番が自動的に付きます。

z 録音後に曲番を付けることもできます。
詳しくは、「曲を分ける」（30ページ）をご覧ください。

ご注意
本機の電源を切ったり、電源プラグを抜いたりしても、オートト

ラックマーキングの設定は記憶されています。

録音中に曲番を付ける（トラックマーキング）

録音待機状態になると、本機は音源からの音をメモリーに蓄

え始め、その時点から最高約6秒前までの音を常に蓄えてい
ます。タイムマシン録音のとき、本機は音源からの音ではな

く、音源からメモリーに蓄えられた音を録音していきます。

衛星放送やFMから録音するときに、タイミングを逃して録
音の最初が欠けるのを防ぐことができます。
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T.REC

1 「録音する」の手順1～8（12ページ）を行う。
録音待機状態になります。

2 録音を始めたいところで、T.RECボタンを押す。
押した時点でメモリーに蓄えられている音を録音し始

め、その後もメモリーの音を使って録音を続けます。

タイムマシン録音を止めるには
xボタンを押す。

ご注意
音がメモリーに蓄えられるのは、本機が録音待機状態になってから

です。録音待機状態が6秒以下だったときは、メモリーに6秒間分の
音は蓄えられていませんので、6秒前の音を録音できません。
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ソニー製CDプレーヤーとシンク
ロ録音する（CDシンクロ録音）
ソニー製のCDプレーヤーから録音するときに、簡単にシン
クロ録音できます。通常速度での録音と高速録音が選べま

す。高速録音を選んだときは、現在の録音モードによって自

動的に2倍速録音または4倍速録音が選ばれます。

?/1

xA

. > 

./>HX

z

YES
./>

MENU/NO

N

–

+

?/1

. > m M

X x z

7 8 9

10
/0

1 2 3

4 5 6

N

>10

CD SYNCHRO

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Synchro High」を
表示させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

録音スピード 選ぶ設定

通常速度 Synchro Normal

高速 Synchro High*
（初期設定）

* モノラルまたはステレオ録音が選ばれているときは、CDシン
クロ録音は4倍速で行われます。LP2またはLP4ステレオ録音
が選ばれているときは2倍速で行われます。

4 MENU/NOボタンを押す。

5 CDプレーヤーとレシーバーの電源を入れ、レシーバーで
CDを音源に選ぶ。

6「録音する」の手順3～6（12ページ）を行う。

7 CDプレーヤーにCDを入れ、再生方法（ふつうの再生ま
たはプログラム再生）を選ぶ。

好きな音源とシンクロ録音する
（ミュージックシンクロ録音）Z
入力端子に接続された音源の再生と同時に録音を始めること

ができます。曲番の付きかたは、録音する音源によって異な

ります。詳しくは、「録音中に曲番を付ける」（17ページ）を
ご覧ください。
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M.SYNC

1「録音する」の手順1～6（12ページ）を行う。

2 M.SYNCボタンを押す。
録音待機状態になります。

3 録音したい音源の再生を始める。

自動的に録音が始まります。

ミュージックシンクロ録音を止めるには
xボタンを押す。

ご注意
ミュージックシンクロ録音中は、スマートスペースとオートカット

（17ページ）が自動的に働きます。
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HXボタン（またはNボタン、Xボタン）を押したあ
とで「-Retry-」と表示されたときは
CDからの読み取りエラーが起こり、本機はCDのデータを再
度読み取っています。

• 読み取りに成功すると、高速シンクロ録音のままで録音を
続けます。

• CDや本機の状態が悪く、再読み込みができないときは、
高速シンクロ録音ができなくなります。

この場合は、CD SYNCHROボタンのランプが点滅し*、
自動的に通常速度のシンクロ録音に切り換わります。
* 以下のように点滅します。（x：点灯、－：消灯）

x － x － x － ……

高速シンクロ録音の制限事項について
同じ曲を、続けて高速シンクロ録音することはできません

（HCMS：ハイスピードコピーマネージメントシステム、41
ページ）。高速シンクロ録音したCDの曲が直前の74分間の録
音時間内に録音されたものだった場合は、その曲の高速シン

クロ録音はできません。このとき、CD SYNCHROボタンの
ランプが点滅し*、自動的に通常速度のシンクロ録音に切り換
わります。

* 以下のように点滅します。（x：点灯、－：消灯）

x x － － － x x － － －……

z CDプレーヤーに付属のリモコンでも録音を止めることがで
きます。
xボタンを押す。本機の録音とCDプレーヤーの再生が止まります。

z CDシンクロ録音中の曲番の付きかた
CDプレーヤーをi.LINK接続しているときは、CDと同じ曲番が自動
的に付きます。

z CDの曲名をMDに自動的にコピーできます（CDテキスト対
応のCDのみ）（ディスクメモコピー機能）。
CDテキスト対応のCDをシンクロ録音し、NAME EDIT/SELECTボ
タンを押すとMDデッキの表示窓に曲名が表示されます。MDに曲名
として記録するときはYESボタンを押します。

ご注意
• CDシンクロ録音中は録音済み部分を消しながら録音することはで
きません。自動的に録音済みの部分の続きに録音します。

• CDプレーヤーがシャッフル再生やリピート再生になっているとき
は、手順8でCD SYNCHROボタンを押したときに自動的にふつ
うの再生に切り換わります。

• 高速CDシンクロ録音中は以下の機能は使えません。
– オートカット機能

– セットアップメニューで調節した録音レベル（0.0 dBで録音さ
れます）。

• CDによっては、文字情報がコピーされないものがあります。
• 手順8でCD SYNCHROボタンを押したあと1分以上操作しなかっ
た場合は、自動的にCDシンクロ録音は解除されます。

• 録音中は電源コードやi.LINKケーブルを抜き差ししないでくださ
い。正しく録音できないことがあります。

• CDの曲をすべて録音したいときなどは、CDよりも残りの録音可
能時間の長いMDをご使用ください。

• 録音の途中でMDがいっぱいになったときは、その曲はMDに録音
されません。

8 CD SYNCHROボタンを押す。
CDプレーヤーは再生一時停止、本機は録音待機状態にな
ります。MDデッキのHIGH SPEEDインジケーターが点
灯し、録音スピードに対応して表示窓に「×2」または
「×4」が表示されます。

「Select CD」が表示されるときは
CDプレーヤーが音源として選ばれていません。本機の
INPUTボタンを押してCDプレーヤーを選んでくださ
い。

「Connect CD」が表示されるときは
CDプレーヤーがi.LINK接続されていません。CDプレー
ヤーを接続してください。

9 「New Track」が点滅し始めたら、HXボタンを押す。

本機は録音を始め、CDプレーヤーは再生を始めます。表
示窓に曲番とその曲の経過時間が表示されます。CDプ
レーヤーの再生が終わると録音は自動的に止まります。

CDシンクロ録音中の操作

操作 使うボタン

録音を止める xボタン

MDの残り時間を確認する DISPLAYボタン（16ページ）

表示窓に「Cannot Synchro」が表示されたら
読み取り時にエラーが起きています。もう1度録音し直して
ください。次のようなときにエラーが起きる可能性がありま

す。

• CDプレーヤーの再生中にシンクロ録音を開始しようとす
ると表示されます。

• 次のようなCDを使用すると、読み取りエラーが起こり、
ノイズなどが混入して正しく録音されない場合がありま

す。

– シールなどが貼られている

– 円形以外の形をしている（ハート形など）

– レーベルの印刷が一方向にかたよっている

– 傷がついている

– 汚れている

– 反っている

• 本機の状態が次のようなときも、読み取りエラーが起こっ
て正しく録音されない場合があります。

– CDトレイや本体を叩いた
– 水平でないところや、柔らかいものの上に設置されて

いる

– スピーカーやドアなど、震動源の近くに設置されてい

る

ソニー製CDプレーヤーとシンクロ録音する（CDシンクロ録音）



21

M
D
を
再
生
す
る

MDを再生する
この章では、さまざまな再生のしかた
を説明しています。

再生する

?/1

?/1

x

xHX

A

A

. > 

./>

z

1 本機の`/1（電源）スイッチを押して電源を入れる。

STANDBYランプが消灯します。

2 レシーバーの電源を入れ、レシーバーで本機を音源に選

ぶ。

3 MDを入れる。

4 途中の曲から再生を始めたいときは、>ボタンを繰り

返し押して曲番を選ぶ。

1曲目から再生を始めるときは、この手順は不要です。手
順5に進んでください。

5 HXボタン（またはNボタン）を押す。

再生が始まります。

6 レシーバーで音量を調節する。

再生中の基本操作

操作 使うボタン

再生を止める xボタン

再生を一時停止する HXボタン（またはXボタン）

一時停止した再生を再開する HXボタン（またはNボタン、
Xボタン）

1曲先へ進む >ボタン

再生中の曲の頭または1曲前に戻る .ボタン

表示窓に表示される情報を見る DISPLAYボタン（9ページ）

MDを取り出す 再生を止めた後、Aボタン

z レシーバーとLINCしているときは
本機のHXボタン（またはNボタン）を押すと、レシーバーの電源

が入り自動的に再生が始まります。

z LP2またはLP4ステレオ録音したMDを再生すると
LPインジケーターが点灯します。

z 再生中に曲名を確認できます（曲名が付いているときの
み）。Z
SCROLLボタンを押すと曲名が表示され、スクロールします。
スクロール中にもう1度押すとスクロールは止まり、さらにもう1度
押すと再びスクロールします。
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再生したい曲を選ぶ

再生中または停止中に、次に再生したい曲を選んで頭出しす

ることができます。
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AMS＊を使って探す

探しかた 操作

再生中に次の曲を頭出しする
（AMS）

>ボタンを繰り返し押す。

再生中に前の曲を頭出しする
（AMS）

.ボタンを繰り返し押す。

再生中の曲の頭に戻る
（AMS）

.ボタンを1度押す。

停止中に曲番表示を見ながら
選ぶ

聞きたい曲番が表示されるまで
./>ボタンを押し、HXボ
タン（またはNボタン）を押す。

＊
オートマチック ミュージック センサー

Automatic Music Sensor

z 最後の曲をすばやく選ぶことができます。
停止中に、.ボタンを1回押す。

z 停止中または一時停止中に曲を選ぶと
頭出ししても停止または一時停止状態のままです。

ダイレクト選曲で選ぶZ

曲番を数字ボタンで入力する。

10曲目以降を入力するには

1 >10ボタンを押す。
押す回数については下の例を参照してください。

2 数字ボタンを使って曲番を入力する。

0を入力するときは10ボタンを押します。
例：30曲目を選ぶとき >10（1回） t 3 t 10

108曲目を選ぶとき >10（2回） t 1 t 10 t 8

z 一時停止中に曲番を入力すると
入力した曲の頭で一時停止状態になります。

再生したい部分を探すZ

再生中または一時停止中に、曲の中の聞きたい部分を選ぶこ

とができます。
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聞きながら探す（サーチ）

再生中、m/Mボタンを押したままにする。

再生音が断続的に聞こえます。聞きたい部分に近づいたら、

ボタンをはなします。

ご注意
• 聞きながら探しているときに最後の曲の終わりまで進むと、再生は
止まります。

• 極端に短い曲が連続している部分は、正常にサーチできない場合が
あります。

時間表示を見ながら探す（高速サーチ）

一時停止中、m/Mボタンを押したままにする。

曲の経過時間が表示されます。聞きたい部分に近づいたらボ

タンをはなします。再生音は聞こえません。

z 高速サ－チ中に「– Over –」と表示されたときは
最後の曲の終わりまで進んでいます。mボタンを押して曲中に戻し

ます。

数字ボタン



23

M
D
を
再
生
す
る

繰り返し再生する（リピート再生）Z

1曲中のある部分だけを繰り返す
（A-Bリピート）

1曲中で聞きたい部分を指定し、そこだけを繰り返し聞くこ
とができます。2曲以上にまたがる部分を指定することはで
きません。

1 再生中に、繰り返したい部分の始点（A点）でAyBボタ
ンを押す。

「REP A-」が点灯し、「B」が点滅します。

2 そのまま再生を続けて（またはMボタンを押して）繰り

返したい部分の終点（B点）まで進み、AyBボタンを押
す。

「REP A-B」が点灯し、A-Bリピートが始まります。

A-Bリピートを止めてふつうの再生に戻すには
REPEAT CLEARボタンを押す。

z 繰り返す部分を先に進めることができます。
今繰り返している部分の終点を始点に変え、新たに終点を指定しま

す。

1 A-Bリピート中に、AyBボタンを押す。
今の終点が始点（A点）に変わります。
「REP A-」が点灯し、「B」が点滅します。

2 新たに指定したい終点（B点）まで進み、AyBボタンを押す。
「REP A-B」が点灯し、新たに指定した部分のA-Bリピートが始ま
ります。

MDの全曲を繰り返し再生します。シャッフル再生（24ペー
ジ）やプログラム再生（24ページ）を選んだ状態でも、繰り
返し再生できます。また、ある1曲だけを繰り返したり、1曲
中のある部分だけを繰り返すこともできます。

M

AyBREPEAT
CLEAR

–

+

?/1

. > m M

N X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

ご注意
全曲リピートと1曲リピートのどちらを選んでいたかは、本機の電源
を切ったり、電源プラグを抜いたりしても記憶されています。ただ

し、A-Bリピートの設定は、本機の電源を切ったり、電源プラグを抜
いたりすると消去されます。

全曲を繰り返す（全曲リピート）

「REP」が点灯するまでREPEAT CLEARボタンを繰り返
し押す。

選ばれている再生のしかたによって、繰り返しかたが変わり

ます。

選ばれている再生 繰り返しかた

ふつうの再生（21ページ） 全曲を順番に再生する。

シャッフル再生（24ページ） 繰り返すたびに曲順が変わる。

プログラム再生（24ページ） プログラムの曲順に再生する。

全曲リピートを止めるには
xボタンを押す。

ふつうの再生に戻すには
「REP」が消えるまで、REPEAT CLEARボタンを繰り返し
押す。

1曲だけを繰り返す（1曲リピート）

繰り返したい曲の再生中に、「REP 1」が点灯するまで
REPEAT CLEARボタンを繰り返し押す。
1曲リピートが始まります。

1曲リピートを止めるには
xボタンを押す。

ふつうの再生に戻すには
「REP 1」が消えるまで、REPEAT CLEARボタンを繰り返
し押す。
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ランダムに再生する
（シャッフル再生）Z
順不同に全曲を1回ずつ再生します。

PLAY
MODE

–

+

?/1

. > m M

NN X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

1 停止中に、「SHUF」が点灯するまでPLAY MODEボタ
ンを繰り返し押す。

2 Nボタンを押す。

シャッフル再生が始まります。

次に再生する曲が決まる間は、;が表示されます。

ふつうの再生に戻すには
停止中に、「SHUF」が消えるまでPLAY MODEボタンを繰
り返し押す。

z次に再生する曲を頭出しできます。
./>ボタンを押す。

>ボタンを押すと次に再生する曲の頭出しをし、.ボタンを押す

と再生中の曲の頭に戻ります。すでに再生が終わった曲には戻りま

せん。

聞きたい曲を好きな順番で再生
する（プログラム再生）Z
聞きたい曲だけをプログラムして再生できます。プログラム

には25曲まで登録できます。

YES
CLEAR

DISPLAY

./>

–

+

?/1

. > m M

NN

PLAY MODE

X x z

7 8 9

>10>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

1 停止中に、「PGM」が点灯するまでPLAY MODEボタン
を繰り返し押す。

2 数字ボタンを押して曲番を直接入力する。または./

>ボタンを繰り返し押してプログラムしたい曲番を選

び、YESボタンまたはPLAY MODEボタンを押す。
「Step X」（Xは入力された曲数）が表示され、プログラ
ムの合計時間が表示されます。

最後に入力した曲を取り消すには

CLEARボタンを押す。

MDの10曲目以降を選ぶときは
>10ボタンを使う（22ページ）。

3 手順2を繰り返して、聞きたい曲をすべてプログラムす
る。

4 Nボタンを押す。

プログラム再生が始まります。

プログラムの最後に曲を追加するには
停止中に手順2を行う。

プログラムした曲をすべて消すには
すべての曲順が消えるまでCLEARボタンを押す。

プログラム再生を止めるには
xボタンを押す。

ふつうの再生に戻すには
「PGM」が消えるまでPLAY MODEボタンを繰り返し押
す。

数字ボタン
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z再生が終わっても、プログラムは残っています。
Nボタンを押すと、プログラムの最初から再び再生します。再生を

途中で止めても、プログラムは消えません。

ご注意
• MDを取り出すと、プログラムは消えます。
• プログラムの合計時間が1000分を超えると、「- - - m - - s」と表
示されます。

• 26曲目をプログラムしようとすると「Step Full」が表示されま
す。

テープに録音するときに便利な
再生のしかたZ

YES
./>

–

+

?/1

. > m M

N

MENU/NO

X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

曲間を空けて再生する（オートスペース）

MDの曲番が変わるところで、曲間を3秒ずつ空けながら再
生します。オートスペースを使って再生したMDをテープに
録音すると、テープを再生するときにマルチAMS機能を
使って曲の頭出しができます。

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Auto Off」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

オートスペースを 選ぶ設定

働かせる Auto Space

働かせない Auto Off（初期設定）

4 MENU/NOボタンを押す。

ご注意
• クラシックなどの長い曲では、演奏の途中で曲番だけが変わること
があります。このようなMDをオートスペースを使ってテープに録
音すると、無録音部分ができてしまうことがあります。

• オートスペースの設定は、本機の電源を切ったり、電源プラグを抜
いたりしても記憶されています。
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1曲再生するごとに一時停止する
（オートポーズ）

1曲再生が終わるごとに一時停止します。一時停止している
間に、次に録音する曲を選ぶことができます。

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Auto Off」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

オートポーズを 選ぶ設定

働かせる Auto Pause

働かせない Auto Off（初期設定）

4 MENU/NOボタンを押す。

再び再生を始めるには
Nボタンを押します。

ご注意
オートポーズの設定は、本機の電源を切ったり、電源プラグを抜い

たりしても記憶されています。

テープに録音するときに便利な再生のしかたZ
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MDを編集する
この章では、さまざまな編集のしかた
を説明しています。

編集の前にお読みください

編集操作に使うボタン

YES
m/M./>

–

+

?/1

. > m M

N

MENU/NO

X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

以下のボタンは、曲を消す、分ける、移動する、つなぐとき

に共通で使うことができます。

ご注意
曲やディスクに名前を付けるときは、以下のボタンのはたらきは変

わります。詳しくは、「曲やディスクに名前を付ける」（32ページ）を
ご覧ください。

シャッフル再生やプログラム再生が選ばれているときは編集操作は

できません。編集操作の前にふつうの再生を選択してください。

MENU/NOボタン：停止中や再生中、一時停止中に押し
て、曲を編集します。編集操作中に押すと、編集を途中で取

り消します。

./>ボタン：希望の編集操作や曲番を選びます。ま

た、曲の一部を消したり、曲を分けたりする部分を指定する

ときにも使います。

YESボタン：選んだ編集操作や曲番を確定します。

m/Mボタン：./>ボタンを押して再生を進めると

きの単位（分、秒、フレーム）を選びます。また、曲の一部

を消すときに、消したい部分の終点を探すときに押します。

各ボタンの働きについて詳しくは、それぞれの編集操作の

ページをご覧ください。
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編集時の表示について

「Protected」が表示されるとき
MDの誤消去防止孔が開いているので、編集できません。つ
まみをずらして孔を閉じてください。詳しくは、「録音の誤

消去を防ぐには」（13ページ）をご覧ください。

編集後の表示について

「TOC」が点灯しているとき
編集した内容はまだMDに記録されていません。「TOC」が
点灯しているときに電源プラグをコンセントから抜かないで

ください。編集内容をMDに記録できなくなります。MDを
取り出そうとしたとき、または本機の電源を切ろうとしたと

きに編集内容はMDに記録されます。

「TOC Writing」が点滅しているとき
編集内容をMDに記録しています。このとき、電源プラグを
コンセントから抜いたり、本体をゆらしたりしないでくださ

い。録音した内容が正しく記録されない場合があります。

曲を消す（ERASE）Z

消したい曲の曲番や、消したい部分を指定するだけで、録音

した曲を簡単に消すことができます。また、全曲を一度に消

すこともできます。

1曲ずつ消す

曲番を指定して消します。

例：2曲目（曲名「BBB」）を消す
AAA BBB CCC DDD1 2 3 4

AAA CCC DDD1 2 3

曲を消すと曲番は自動的に振り直されます。たとえば、曲番

2を消すと、元の曲番3以降のすべての曲番が繰り上がりま
す。

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Tr Erase ?」を表示
させ、YESボタンを押す。
曲番が表示されている曲の再生が始まります。

3 消したい曲の曲番が表示されるまで./>ボタンを繰

り返し押す。

4 YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示されると、手順3で選んだ
曲が消え、次の曲の再生が始まります。最後の曲を消し

たときは、消した前の曲の再生が始まります。

曲を消すのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 上記の手順4で「Erase ???」と表示されたら
その曲は、本機以外のMDデッキで誤消去防止状態にされています。
それでも消したいときは、この表示が出ている間に、もう一度YES
ボタンを押します。

z 2曲以上消すときは
途中の曲番が変わらないように、後ろの曲から消すことをおすすめ

します。

z 消した曲を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

編集の前にお読みください
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全曲を一度に消す

MDのすべての曲とともに、ディスク名も消えます。

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「All Erase ?」を表示
させ、YESボタンを押す。
「All Erase ??」と表示されます。

3 YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示されて消え、MDのすべて
の曲とディスク名が消えます。

曲を消すのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z消した曲を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

曲の一部を消す

1曲中の消したい範囲を指定して、簡単にその部分を消すこ
とができます。

衛星放送やFM放送などを録音したあとで、不要な部分だけ
を消すのに便利です。

例：2曲目の「B2」部分を消す
AAA BBB

B1 B3B2

CCC1 2 3

AAA
B1 B3

CCC1 2 3BBB

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「A-B Erase ?」を表
示させ、YESボタンを押す。

3 一部分を消したい曲の曲番が表示されるまで、./>

ボタンを繰り返し押し、YESボタンを押す。
「-Rehearsal-」と「Point A ok?」が交互に表示され、
YESボタンを押した位置からの数秒間を繰り返し再生し
ます。

4 再生音を聞きながら./>ボタンを繰り返し押し、消

したい部分の始点（A点）を探す。
1フレーム＊（f）ずつ位置がずらせます（1フレーム＝
1/86秒）。時間（「m」（分）、「s」（秒）、「f」（フレーム））
が表示され、その位置からの数秒間が繰り返し再生され

ます。
＊ モノラルまたはLP2ステレオ録音した曲は2フレームずつ、LP4

ステレオ録音した曲は4フレームずつ位置がずらせます。

A点をはやく選ぶには
./>ボタンを押したときに進む単位（分、秒、フ

レーム）を切り換えます。手順4で、m/Mボタンを繰

り返し押して、「m」、「s」、または「f」を選びます。選ん
だ単位が点滅します。

5 A点が正しく再生されるまで手順4を繰り返す。

6 YESボタンを押して、A点を設定する。
「Point B set」が表示され、消したい部分の始点（A点）
からの数秒間を繰り返し再生します。

7 そのまま再生を続けて（またはMボタンを押して）、消

したい部分の終点（B点）まで行き、YESボタンを押す。
「A-B Ers」と「Point B ok?」が交互に表示され、A点か
らB点の間を消したつなぎ目の部分（A点までの数秒間と
B点からの数秒間）を繰り返し再生します。

8 B点が正しく再生されるまで手順4を繰り返す。

9 YESボタンを押して、B点を設定する。
「Complete!!」と数秒間表示されて消え、A点からB点の
間が消えます。

曲の一部を消すのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 一部を消した曲を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

ご注意
以下の場合は「Impossible」が表示され、その曲の一部を消すこと
はできません。

• B点がA点よりも前に位置している。
• 何度も編集を繰り返すと、曲の一部を消すことができなくなる場合
があります。これはMDのシステム上の制約です。故障ではありま
せん。
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曲を分ける（DIVIDE）Z

トラックマークを追加し、曲を分けることができます。複数

の曲に曲番が1つしか付かずに録音され（17ページ）、それぞ
れの曲に曲番を付けたいときや、曲の途中で頭出し点を作り

たいときに曲を分けます。

例：2曲目を「B1」と「B2」に分ける
AAA

B1 B2

CCC1 2 3

AAA

BBB

BBB

B1 B2

CCC1 2 3 4

分かれた曲にも曲番が付き、曲番は自動的に振り直されま

す。

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Divide ?」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 分けたい曲の曲番が表示されるまで./>ボタンを繰

り返し押し、YESボタンを押す。
「-Rehearsal-」が表示され、YESボタンを押した位置か
らの数秒間を繰り返し再生します。

4 再生音を聞きながら./>ボタンを繰り返し押し、曲

を分ける位置を探す。

1フレーム＊（f）ずつ位置がずらせます（1フレーム＝
1/86秒）。時間（「m」（分）、「s」（秒）、「f」（フレーム））
が表示され、その位置からの数秒間が繰り返し再生され

ます。
＊ モノラルまたはLP2ステレオ録音した曲は2フレームずつ、LP4

ステレオ録音した曲は4フレームずつ位置がずらせます。

A点をはやく選ぶには
./>ボタンを押したときに進む単位（分、秒、フ

レーム）を切り換えます。手順4で、m/Mボタンを繰

り返し押して、「m」、「s」、または「f」を選びます。選ん
だ単位が点滅します。

5 曲を分ける位置が正しく再生されるまで手順4を繰り返
す。

6 YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示されて、曲が分かれ、分か
れて新しくできた曲の再生が始まります。新しくできた

曲には名前は付いていません。

曲を分けるのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 分けた曲を元に戻すには。
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

z 録音中に曲を分けられます。
「録音中に曲番を付ける（トラックマーキング）」（17ページ）をご覧
ください。
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曲を移動する（MOVE）Z

曲を好きな位置に移動して、曲順を変えることができます。

例：2曲目（曲名「BBB」）を3曲目（曲名「CCC」）の
後ろに移動する

AAA BBB CCC DDD1 2 3 4

AAA BBBCCC DDD1 32 4

曲を移動すると、曲番は自動的に振り直されます。

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Move ?」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 移動したい曲の曲番が表示されるまで./>ボタンを

繰り返し押し、YESボタンを押す。

4 移動先の曲番が表示されるまで./>ボタンを繰り返

し押し、YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示されると、曲が移動し、移
動した曲の再生が始まります。

曲を移動するのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 移動した曲を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

曲をつなぐ（COMBINE）Z

2つの曲をつないで1曲にまとめます。離れた曲をつなぐこと
もできます。また、曲順が後ろの曲に前の曲をつなぐことも

できます。いくつかの曲や、何度も停止してコマ切れで録音

したものを1曲にまとめたりするときなどにお使いくださ
い。曲をつなぐと、曲番は自動的に振り直されます。

例：2曲目（曲名「BBB」）と4曲目（曲名「DDD」）を
つなぐ

AAA BBB
BBB DDD

CCC1 2 3

AAA BBB DDDCCC1 2 43

つなぐ前の曲の名前が、つながってできた曲の名前になりま

す。

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Combine ?」を表示
させ、YESボタンを押す。

3 つなぐ前の曲の曲番が表示されるまで./>ボタンを

繰り返し押し、YESボタンを押す。
後ろの曲を選ぶ表示になり、つなぎ目の部分（つなぐ前

の曲の終わりと後ろの曲の始めの数秒間）を繰り返し再

生します。

4 つなぐ後ろの曲の曲番が表示されるまで./>ボタン

を繰り返し押し、YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示され、選んだ曲がつなが
り、できた曲の頭から再生が始まります。

曲をつなぐのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

zつないだ曲を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

ご注意
• 録音モード（ステレオ、LP2ステレオ、LP4ステレオ、モノラル）
が同じ曲としかつなぐことができません。

• 何度も編集を繰り返すと、「Impossible」と表示され、曲をつなげ
なくなる場合があります。これはMDのシステム上の制約です。故
障ではありません。
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曲やディスクに名前を付ける（NAME） Z

3 入力したい文字に対応するアルファベット／数字／カタ

カナ入力ボタンを押す。

アルファベット／カタカナを選んだとき

1 入力したい文字があるボタン（A、B、Cまたはアイウ
エオ、カキクケコなど）を繰り返し押して、希望の文

字を表示させる。

./>ボタンを繰り返し押しても選べます。

記号を選ぶときは「A」が点滅するまで.ボタンを押

します。

2 Mボタンを押す。

入力した文字の点滅が点灯に変わり、カーソルが次の

位置で点滅します。

数字を選んだとき

押したボタンの数字が表示され、カーソルが次の位置で

点滅します。

D

4 手順2～3を繰り返して、文字をすべて入力する。

空白を入力するには

カーソルが点滅しているときにMボタンを押す。最初

の文字に空白は選べません。

文字を変更するには

m/Mボタンを繰り返し押して変更したい文字を点滅

させ、CLEARボタンを使って文字を消してから手順2～
3を繰り返す。

5 YESボタンを押す。
ディスク名または曲名が最初から表示されます。

「Complete!!」と表示され、名前が登録されます。

名前を付けるのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 付けた名前を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

z エディットメニューを使って名前を付けることもできます。Z
1 付けたい名前によって以下のように操作する。

• 曲名またはディスク名を付けるとき

停止、再生、一時停止中にMENU/NOボタンを押す。
• 録音中の曲に名前を付けるとき

録音中にMENU/NOボタンを押す。
2 ./>ボタンを繰り返し押して「Name ?」を表示させ、YES
ボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「Nm In?」を表示させ、YESボ
タンを押す。

4 ./>ボタンを繰り返し押して曲番（曲名を付けるとき）また

は「Disc」（ディスク名を付けるとき）を点滅させ、YESボタンを
押す。

5「曲やディスクに名前を付ける」の手順2～5（本ページ）を行う。

文字／数字
入力ボタン

MDは、曲名やディスク名などの名前を記憶しておくため
に、アルファベット、数字、記号、カタカナをディスク全体

で最大約1700文字まで入力することができます。

m/M

YES
CLEAR

–

+

?/1

. > m M

N

MENU/NO
NAME EDIT/
SELECT

X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

./>

ご注意
録音中に曲名を付けるとき、曲名を付けている途中でその曲の録音

が終わると、それまで入力していた文字は無効になり、曲名は付き

ません。また、録音済み部分を消しながら録音しているときには、

曲名を付けることができません。これらの場合は、改めて録音後に

曲名を付けてください。

曲やディスクに名前を付ける

1 付けたい名前（曲名またはディスク名）によって、以下の

ように操作する。

• 曲名を付けるとき
曲番が表示されている状態で停止、再生、再生一時停

止、録音中に、NAME EDIT/SELECTボタンを押す。

• ディスク名を付けるとき
曲番が表示されていない状態で停止しているときに、

NAME EDIT/SELECTボタンを押す。
カーソルが点滅し、文字を入力できるようになります。

2 NAME EDIT/SELECTボタンを繰り返し押して、入力
する文字の種類を選ぶ。

文字の種類 NAME EDIT/SELECTボタンを

大文字アルファベット 「Selected ABC」が表示されるま
または記号＊ で繰り返し押す。

小文字アルファベット 「Selected abc」が表示されるま
または記号＊ で繰り返し押す。

数字 「Selected 123」が表示されるま
で繰り返し押す。

カタカナ＊＊または記号＊「Selected ア」が表示されるまで
繰り返し押す。

＊ 表示できる記号  ’– / , . ( ) : ! ?
＊＊通常の五十音に加え、小文字のアイウエオヤユヨツ、および

 "（濁点）、。（半濁点）を表示できます。

A
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名前をコピーする

曲名やディスク名を、同じディスク内の曲名やディスク名と

してコピーすることができます。

1 停止、再生、一時停止中にMENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Name ?」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「Nm Copy ?」を表
示させ、YESボタンを押す。

4 ./>ボタンを繰り返し押して曲番（曲名をコピーす

るとき）または「Disc」（ディスク名をコピーするとき）
を点滅させ、YESボタンを押す。

「No Name」と表示されたときは
曲名またはディスク名が付いていません。

5 ./>ボタンを繰り返し押してコピー先の曲番（名前

を曲にコピーするとき）または「Disc」（名前をディスク
にコピーするとき）を点滅させ、YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示され、コピーが完了しま
す。

コピーを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z上記の手順5で「Overwrite??」と表示されたときは
コピー先にすでに曲名またはディスク名が付いています。それでもコ

ピーしたいときは、この表示が出ている間にもう一度YESボタンを押し
ます。

また、コピー先が、「LP Stamp On」に設定してMD LP録音した曲の場
合（15ページ）は、曲名を付けていなくてもこの表示が出ます。この場
合、名前をコピーすると、コピー先の曲名の「LP：」は消えます。

zコピーした名前を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

名前を付け直す

1 付け直したい名前（曲名またはディスク名）によって、以

下のように操作する。

• 曲名を付け直すとき
曲番が表示されている状態で停止、再生、再生一時停

止、録音中に、NAME EDIT/SELECTボタンを押す。

• ディスク名を付け直すとき
曲番が表示されていない状態で停止しているときに、

NAME EDIT/SELECTボタンを押す。
曲名またはディスク名が表示されます。

2 CLEARボタンを押したままにして、表示された曲名ま
たはディスク名をすべて消す。

3「曲やディスクに名前を付ける」の手順2～4（32ページ）
を行って、名前を付け直す。

4 YESボタンを押す。
ディスク名または曲名が、最初から表示されます。

「Complete!!」と数秒間表示され、名前が付きます。

名前を消す

曲名やディスク名を指定して消します。

1 停止、再生、録音、一時停止中に、MENU/NOボタンを
押す。

「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Name ?」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「Nm Erase ?」を表
示させ、YESボタンを押す。

4 ./>ボタンを繰り返し押して曲番（曲名を消すと

き）または「Disc」（ディスク名を消すとき）を点滅さ
せ、YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示され、名前が消えます。

名前を消すのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 消した名前を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

すべての名前を1度に消す

1度の操作で、ディスクのすべての曲名とディスク名を消す
ことができます。

1 停止、再生、一時停止中に、MENU/NOボタンを押す。
「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Name ?」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「Nm All Ers?」を表
示させ、YESボタンを押す。
「Nm All Ers??」と表示されます。

4 YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示され、すべての曲名とディ
スク名が消えます。

曲名とディスク名を消すのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

z 消した内容を元に戻すときは
「最後の編集操作を取り消す（UNDO）」（34ページ）をご覧くださ
い。

z MDのすべての内容を一度に消すことができます。
詳しくは、「全曲を一度に消す」（29ページ）をご覧ください。
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4 YESボタンを押す。
「Complete!!」と数秒間表示され、MDは編集前の内容
に戻ります。

編集操作を取り消すのを途中でやめるには
MENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

最後の編集操作を取り消す（UNDO）Z

最後に行った編集操作を取り消し、編集前のMDの内容に戻
します。ただし、編集後に次のいずれかの操作をすると取り

消すことができなくなるのでご注意ください。

• 本機のREC zボタンまたはCD SYNCHROボタンを押
す。

• リモコンのzボタンまたはM.SYNCボタンを押す。
• 他の編集操作を行う。
• 電源を切ったり、MDを取り出したりして、編集内容を記
録する。

• 電源プラグをコンセントから抜く。
また、S.F EDITを使った編集は、UNDO機能を使っても、
元の状態に戻すことはできません。

z

YES
./>

?/1

. > m M

N

MENU/NO

X x

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

–

+

1 停止中、曲番が表示されていないときに、MENU/NOボ
タンを押す。

「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Undo ?」を表示さ
せる。

編集操作を行っていないときは、「Undo ?」は表示され
ません。

3 YESボタンを押す。
最後に行った編集操作に応じて、次のようなメッセージ

が表示されます。

最後の編集操作 表示

1曲ずつ消す

全曲を一度に消す Erase Undo?

曲の一部を消す

曲を分ける Divide Undo?

曲をつなぐ CombineUndo?

曲を移動する Move Undo?

曲やディスクに名前を付ける

名前をコピーする

名前を付け直す Name Undo?

名前を消す

すべての名前を一度に消す
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フェードイン・フェードアウトする曲を作る

1 停止中、再生中、一時停止中に、MENU NOボタンを押
す。

「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「S.F Edit ?」を表示
させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「Fade In ?」（曲の頭
が次第に大きく再生される）または「Fade Out ?」（曲の
最後が次第に小さく再生される）を表示させ、YESボタ
ンを押す。

4 ./>ボタンを繰り返し押して、フェードインまたは

フェードアウトさせたい曲番を表示させ、YESボタンを
押す。

「Time 5.0s」が表示されます。

5 再生される音を聞きながら./>ボタンを繰り返し押

して、フェードインまたはフェードアウトする時間を調

節する。

フェードインまたはフェードアウトされる部分がくり返

し再生されます。

1秒から15秒の間（0.1秒単位）で調節できます。その曲
の再生時間を超えた設定はできません。

6 YESボタンを押す。
「S.F Edit ok?」が表示されます。

7 YESボタンを押す。
曲の書き換えが始まります。

書き換え中は、「S.F Edit:XX%」が表示されます。
書き換えが終わると、「Complete!!」が数秒間表示され
ます。

録音レベルの変更を途中でやめるには
手順1～6でMENU/NOボタンまたはxボタンを押す。

手順7でYESボタンを押して書き換えが始まると、操作を途
中でやめることはできません。

ご注意
• 曲の書き換え中に本機をゆらしたり、電源プラグをコンセントから
抜かないでください。録音情報が破損し、正しく記録されません。

• LP2またはLP4ステレオ録音した曲は、録音レベルを変更できませ
ん。

• 傷や汚れのあるディスクは使用しないでください。録音情報が正し
く記録されないことがあります。

• 録音レベルを何度も変更すると音質が劣化します。
• 録音レベルを変更した曲を再びS.F EDITを使って元のレベルに戻
しても、完全に元の録音レベルには戻りません。また、録音レベル

を変更する操作は、取り消すことはできません。

録音後に録音レベルを変更する（S.F EDIT）Z

録音済みの曲の音声レベルを変更することができます。もと

の曲は新しい録音レベルで上書きされます。また、フェード

イン・フェードアウトを使うと、曲の頭が次第に大きく再生

される曲や、曲の最後が次第に小さく再生される曲を作るこ

とができます。

z
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1曲全体の録音レベルを変更する

1 停止中、再生中、一時停止中に、MENU/NOボタンを押
す。

「Edit Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「S.F Edit ?」を表示
させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して「Tr Level ?」を表示
させ、YESボタンを押す。

4 ./>ボタンを繰り返し押して、録音レベルを変更し

たい曲番を表示させ、YESボタンを押す。

5 再生される音を聞きながら./>ボタンを繰り返し押

して、録音レベルを変更する。

–12 dBから＋12 dBの範囲内（2 dB単位）で変更でき
ます。

ここが常に点灯しないように調節

6 YESボタンを押す。
「S.F Edit ok?」が表示されます。

7 YESボタンを押す。
曲の書き換えが始まります。

書き換え中は、「S.F Edit:XX%」が表示されます。
曲の書き換えには、その曲の再生時間とほぼ同じかそれ

以上の時間がかかります。書き換えが終わると、

「Complete!!」が数秒間表示されます。
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この章では、その他の役立つ機能を説
明しています。

フェードイン・フェードアウト
を使うZ
録音レベルを次第に大きくして録音を始めたり（フェードイ

ン録音）、次第に小さくして録音を終えたり（フェードアウト

録音）することができます。

FADER

–

+

?/1
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N X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

フェードイン録音

録音一時停止中に、FADERボタンを押す。
フェードイン中は表示窓にbが点滅します。カウンターが

「0.0s」になるまで5秒間（初期値）フェードインします。

フェードアウト録音

録音中に、FADERボタンを押す。
フェードアウト中は表示窓にBが点滅します。カウンターが

「0.0s」になるまで5秒間（初期値）フェードアウトします。
フェードアウトが終わると、自動的に一時停止します。

z フェード時間を変えることができます。
1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボタンを押
す。

時間を変える先 選ぶ設定

フェードイン録音 F.in

フェードアウト録音 F.out

3 ./>ボタンを繰り返し押してフェードの時間を設定し、YES
ボタンを押す。

フェードイン、フェードアウトの時間とも、1秒～15秒まで0.1秒
単位で設定できます。

m/Mボタンを使うと1秒単位で設定できます。
4 MENU/NOボタンを押す。
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セットアップメニューを使った
その他の設定Z

YES
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現在選んでいる機器を確認する（Ping機能）

Ping機能が働いていると、本機のINPUTボタンを押したと
きに、現在どの機器を選んでいるかを確認することができま

す。選ばれている機器の表示窓に、一時的に「N N n

n」と表示されます。ただし、この機能はレシーバー

STR-LSA1とCDプレーヤー CDP-LSA1のみに働きます。

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Ping」を表示させ、
YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

Ping機能を 選ぶ設定

働かせる Ping On（初期設定）

働かせない Ping Off

4 MENU/NOボタンを押す。

表示の明るさを調節するZ

表示の明るさを4段階で変えることができます。表示窓を暗
くしている間はAボタン、HXボタン、xボタンは消灯しま

す。

YES
./>

–

+

?/1

. > m M

N

MENU/NO

X x z

7 8 9

>10 10
/0

1 2 3

4 5 6

1 停止中に、MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。
「Setup Menu」が表示されます。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Dimmer」を表示さ
せ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

設定 表示窓とA、HX、xボタン

Dimmer 1（初期設定）表示窓は通常の明るさで表示され、ボタ
ンが点灯する。

Dimmer 2 表示窓は少し暗くなり、ボタンが点灯す
る。

Dimmer 3 表示窓は少し暗くなり、ボタンが消灯す
る。

Dimmer 4 表示窓は消灯し、ボタンも消灯する。

4 MENU/NOボタンを押す。

z表示が消灯しているときに、表示されている情報が更新され
ると
表示は少し明るくなり新しい情報が数秒間表示されたあと、再び消

灯します。

z本機の表示の明るさは、レシーバーの表示と同じ明るさにな
ります。
i.LINKコントロール機能がはたらいているときは、レシーバーで設
定した表示の明るさと同じになります。
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本機の電源を自動的に切る（パワーセーブ機能）

パワーセーブ機能が働いていると、5分間何も操作されない
と自動的に電源が切れ、STANDBY状態になります。

1 MENU/NOボタンを繰り返し2回押す。

2 ./>ボタンを繰り返し押して「Power save On」
を表示させ、YESボタンを押す。

3 ./>ボタンを繰り返し押して設定を選び、YESボ
タンを押す。

パワーセーブ機能を 選ぶ設定

働かせる Power save On（初期設定）

働かせない Power save Off

4 MENU/NOボタンを押す。

i.LINKについて

ここではi.LINKの規格や特長について説明します。i.LINKを
使って操作を始める前にお読みください。

なお、i.LINKを使った接続や操作は、機器によって異なるこ
とがあります。本機とi.LINK対応機器との接続について詳し
くは、「i.LINK対応機器に接続する」（11ページ）をご覧くだ
さい。

i.LINKとは？

i.LINKは、i.LINK端子を持つ機器間で、デジタル映像やデジ
タル音声などのデータを双方向でやりとりしたり、他機をコ

ントロールするためのデジタルシリアルインターフェースで

す。

i.LINK対応機器は、i.LINKケーブル1本で接続できます。多
彩なデジタルAV機器を接続して、さまざまな操作やデータ
のやりとりができます。また将来、さらに多様な機器を接続

して、操作やデータのやりとりができることが考えられてい

ます。

複数のi.LINK対応機器を接続した場合、直接つないだ機器だ
けではなく、他の機器を介してつながれている機器に対して

も、操作やデータのやりとりができます。このため、機器を

接続する順序を気にする必要はありません。

ただし、接続する機器の特性や仕様によっては、操作のしか

たが異なったり、接続しても操作やデータのやりとりができ

ない場合があります。

ちょっと一言
i.LINK（アイリンク）はIEEE1394の親しみやすい呼称としてソニー
が提案し、国内外多数の企業からご賛同いただいている商標です。

IEEE1394は電子技術者協会によって標準化された国際標準規格で
す。

セットアップメニューを使ったその他の設定
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i.LINKでの接続について

i.LINK対応機器は、i.LINKケーブルで数珠つなぎにして接続
します。このような接続のしかたを「デイジー・チェーン」

と呼びます。

途中から分岐してつなぐこともできます
• i.LINK端子を3つ以上持つ機器の場合、途中から分岐して
つなぐこともできます。

• i.LINK対応機器は、本機を含めて63台まで接続できま
す。ただし、一番長い経路の接続は17台までです。
（i.LINKケーブルは、一番長い経路に対して連続して16本
まで使用することができます。）
ひとつの経路に対して使用したi.LINKケーブルの数を
「ホップ」と呼びます。例えば、下図のAtCの経路は6
ホップ、AtDの経路は3ホップとなります。

BA

D C

AtB、AtC、AtD、BtC、BtD、CtD、いずれの
経路も最大17台の機器を接続できます（最大16ホップ）。

接続が輪にならないようにご注意ください
デジタル信号は、接続したすべてのi.LINKケーブルに流れま
す。信号を出力した機器に同じ信号が戻らないよう、接続が

輪にならないようにつないでください。接続が輪（環状）に

なることを「ループ」と呼びます。
正しい接続例 ループの接続例

接続についてのご注意
• パソコンなど一部のi.LINK対応機器の中には、電源が切られてい
るとデータを中継しない機器があります。i.LINKでの接続の際
は、接続する機器の取扱説明書もご覧ください。

• i.LINK対応機器には、その機器が対応している最大データ転送速
度がi.LINK端子の周辺に表記されています。i.LINKの最大データ
転送速度は、約100／200／400 Mbps*が定義されており、それ
ぞれS100、S200、S400と表記されます。最大データ転送速度が
異なる機器を接続した場合や、機器の仕様により、実際の転送速度
が表記と異なることがあります。

* Mbpsとは？
「Mega bits per second」の略で、「メガビーピーエス」と読みま
す。1秒間に通信できるデータの容量を示しています。200 Mbps
ならば、1秒間に200メガビットのデータを送ることができます。

リンク
「LINCする」とは？

i.LINK対応機器間をi.LINKケーブルで接続しただけでは、音
楽信号の送受信をすることはできません。音楽信号を送信す

る機器と受信する機器をLINCする必要があります。「LINC
する」とは、送受信を行う機器間に「音楽信号の論理的な経

路を確立する」ことを意味します。この論理経路には識別番

号があり、送信側はこの経路に音楽信号を出力し、受信側は

この経路の音楽信号を入力します。送受信を行う機器は、こ

の経路を互いに知っている必要があります。LINCすると
き、i.LINK対応機器間で、以下のようなやりとりが行われま
す。

例）音楽信号を受信する機器からCDプレーヤーをLINC
するとき

1 CDプレーヤーに対して、「これから、音楽信号の論理的な経
路を確立してください」と、音楽信号の経路の識別情報を送
る。

2「了解です」とCDプレーヤーが信号を送る。

以上のようなやりとりが行われ、LINCが完了して初めて、
i.LINK対応機器間で音楽信号を送受信することができるよう
になります。

音楽信号の受信機 CDプレーヤー

1
,

2
<

i.LINKケーブル

2つの機器の間に他の機器がつながれていても、操作
やデータのやりとりを行うことができます。

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器
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その他
この章では、本機をご使用になる上で
の参考として役立つ情報を説明してい
ます。

システム上の制約

MD（ミニディスク）システムは、従来のカセットやDATと
は異なる方式で録音が行われます。そのため、いくつかのシ

ステム上の制約があり、次のような症状が出る場合がありま

す。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承く

ださい。

最大録音可能時間に達していなくても、「Disc Full」が表示
される。
MDシステムでは、時間に関係なく、曲数がいっぱいになると「Disc
Full」の表示が出ます。256曲以上は録音できません。さらに曲を追
加するには、不要な曲を消すか、2枚目のMDに分けて録音してくだ
さい。

曲数にも録音時間にも余裕があるのに、「Disc Full」が表示
される。
曲中にエンファシス情報などの入切が多く行われると、曲の区切り

と同じ扱いになり、時間や曲数に関係なく「Disc Full」の表示が出ま
す。

短い曲を何曲消してもMDの残り時間が増えない。
MDの残り時間を表示するとき、12秒＊以下の部分（ステレオモード
時）は無視するので、短い曲を消しても時間が加算されないことがあ

ります。
＊ ステレオ録音時。（モノラル、LP2ステレオ録音時は約24秒、LP4ス

テレオ録音時は約48秒）

MDに録音した時間と残り時間の合計が、最大録音可能時間
に一致しない場合がある。
通常、1クラスタ（約2秒＊）（ステレオモード時）が最小単位で録音さ
れます。それに満たないものでも2秒＊分のスペースを使います。こ
のため実際に使用できる時間は少なくなります。

また、MDに傷があると、その部分を自動的に削除するので、その分
の時間が減ります。
＊ ステレオ録音時。（モノラル、LP2ステレオ録音時は約4秒、LP4ステ

レオ録音時は約8秒）

録音済みの部分を消しながら録音すると
• MDの残り時間が正確に表示されないことがあります。
• 何度も繰り返すと、消しながら録音できなくなることがあります。
このようなときは、編集（曲を消すなど）を行ってから録音してく

ださい（28ページ）。
• 録音した時間に対して、録音後の残り時間が、録音前の残り時間よ
りもかなり減ってしまうことがあります。

• 曲の途中のノイズなどをこの方法で消すと、曲の長さが変わったり
してしてしまうので適しません。

• 録音中に曲名を付けることができません。
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編集でできた曲でサーチを行うと、音が途切れることがある。

つなぐことができない場合がある。
編集を行ってできた曲は、つなぐことができない場合があります。

曲番が正確に付かないことがある。
デジタル接続でCDを録音するとき、CDの録音内容によって、短い
曲ができる場合があります。

また、セットアップメニューの「T.Mark」を「Lsync」に設定して自
動的に録音中に曲番を付けた場合、録音するものの内容によって

は、曲番が正確に付かない場合があります。

「TOC Reading」の表示がなかなか消えない。
購入したばかりの録音用MDを入れると、通常より「TOC
Reading」表示が長く表示されます。

モノラルモードで録音されたディスクでは時間が正確に表示

されないことがあります。

ハイスピードコピーマネージメン
トシステム（HCMS）について
ある曲を高速シンクロ録音すると、録音を始めた時点から74
分間は、同一の曲を高速シンクロ録音することができませ

ん。ハイスピードコピーマネージメントシステム（HCMS）
では、CDの曲ごとに固有なデータ（ISRC:  International
Standard Recording Code） をもとに、録音しようとし
ている曲が74分以内に録音されているかどうかを判定しま
す。

録音しようとしている曲が74分以内に録音されていると、以
下のように表示されます。

すでに高速シンクロ録音された曲を再び高速録音した場合、

通常速度のCDシンクロ録音（19ページ）に切り換わり、録
音を継続します。

高速シンクロ録音を曲の途中で止めたり、曲の録音中に

MDの残り時間がなくなると
その曲はMDに記録されません。この場合、HCMSによって
録音は禁止されないので、すぐに高速シンクロ録音で録音し

直すことができます。

高速シンクロ録音中に本機の電源を切ると
その曲はMDに記録されません。この場合、HCMSによって
録音は禁止されないので、すぐに高速シンクロ録音で録音し

直すことができます。

本機のCDプレーヤーで作ったプログラムを高速録音する
ときは
HCMSは曲の録音の可否を1曲ごとに判定するため、同一の
曲が74分以内にプログラムされていると、その曲は通常速度
のシンクロ録音で録音されます。

たとえば、CDの1n2n3n2曲目の順番でプログラムされ
ている場合は、プログラムの3曲目まで正常に録音されたあ
と、このページの左のようなメッセージが表示され、プログ

ラムの4曲目（CDの2曲目）は、通常速度のシンクロ録音で
録音されます。

ご注意
通常速度のシンクロ録音時には、HCMSは働きません。

74分（HCMSが働いている時間）

時間の経過

曲の録音開始 曲の録音終了 曲の録音開始時点
より74分経過

高速
録音

高速録音不可
（通常録音のみ可能）

高速録音可能
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故障かな？と思ったら

本機の調子がおかしいとき、まず電源プラグをはずし、再度

電源プラグを入れ直したあとで以下の項目を参照して点検し

てみてください。それでも正常に動作しないときは、ソニー

サービス窓口またはお客様ご相談センターにお問い合わせく

ださい。

操作を受けつけない。
, MDが汚れている、または損傷しています。新しい

MDと取り替えてください。
, パソコンなどをつないで本機を操作しています。この

とき、「Remote」と表示され、本体やリモコンでは
操作できません。

再生できない。
, 結露（本体内部に水滴が付着）しています。MDを取
り出して、電源を入れたまま1～数時間置いてくださ
い。

, 電源を入れてください。

, レシーバーとの接続を確認し、正しく操作してくださ

い。

, MDの矢印の向きに合わせて差し込んでください。
, 新しいMDが入っています。録音されているMDと取
り替えてください。

雑音が多い。
, テレビなどから充分離してください。

録音できない。
, MDが誤消去防止状態になっています。誤消去防止つ
まみをずらして孔を閉じてください。

, 音源との接続を確認してください。

, INPUTボタンで、音源を正しく選んでください。
, 録音レベルを調節してください。

, 録音用ディスクと取り換えてください。

, 残り時間が充分ある録音用ディスクと取り換えてくだ

さい。または、不要な曲を消してください。

, 録音中に電源コードが抜けたり、停電になったりする

と、録音の内容を記録できない場合があります。はじ

めから録音し直してください。

表示窓にメッセージと3桁または5桁の英数字が交互に
表示される。
, 自己診断表示機能が働いています。45ページの表を
見て対処してください。

上記のどの処置でも正常に動作しない場合は、電源プラグをはず

し、再度電源プラグを入れ直してください。

保証書とアフターサービス

保証書

• この製品には保証書が添付されています。
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に
保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービス窓口へ
添付の「サービス窓口・ご相談窓口のご案内」にある近くの

ソニーサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳し

くは保証書をご覧ください。

保証期間の経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修

理させていただきます。

部品の保有期間について
当社では、ミニディスクデッキの補修用性能部品（製品の機

能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後8年間
保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせ

ていただきます。保有期間が経過した後も、故障箇所によっ

ては修理可能の場合がありますので、サービス窓口にご相談

ください。

部品の交換について
この製品は修理の際、交換した部品を再生、再利用する場合

があります。その際、交換した部品はご同意をいただいた上

で回収させていただきますので、ご協力ください。

ご相談になるときは次のことをお知らせください。
• 型式：MDS-LSA1
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• 購入年月日：
• お買い上げ店：
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主な仕様

形式 ミニディスクデジタルオーディオ
システム

ディスク ミニディスク

記録方式 磁界変調オーバーライト方式

再生読み取り方式 非接触光学式読み取り（半導体レーザー
使用）

レーザー 半導体レーザー（λ＝780 nm）
回転数 約400 rpm～900 rpm（CLV）
エラー訂正方式 ACIRC（アドバンスド クロスインター

リーブ リード ソロモンコード ）
サンプリング周波数 44.1 kHz
コーディング ATRAC（アダプティブ トランスフォー

ム アコースティック コーディング）／
ATRAC 3

変調方式 EFM
チャンネル数 ステレオ2チャンネル
周波数特性 5～20,000 Hz±0.3 dB
SN比 再生時100 dB以上
ワウフラッター 測定限界値（±0.001% W. PEAK）以下＊

入出力端子（i.LINK S200）
i.LINK端子 4ピンy4ピン（S200）
伝送プロトコル A＆Mトランスミッションプロトコル

（IEC61883-6）
信号フォーマット 2チャンネルリニアPCM（IEC60958）
サンプリング周波数（入力）32 kHz、44.1 kHz、48 kHz

（出力）44.1 kHz

電源・その他
電源 AC 100 V、50/60 Hz
消費電力 15 W
最大外形寸法 430×70×315 mm

（幅／高さ／奥行、最大突起部含む）

質量 4.4 kg

付属品
10ページをご覧ください。

＊ JEITA（電子情報技術産業協会）の規格による測定値です。

本機はドルビー・ラボラトリーズ・ライセンシングコーポ
レーションの米国及び外国特許に基づく許諾製品です。

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります
が、ご了承ください。

メッセージ表示一覧
お使いになっているとき、状況により、英語のメッセージが

出ます。日本語の意味は下の表のとおりです。

46ページの「自己診断機能と表示一覧」もご覧ください。

メッセージ 意味

Auto Cut オートカットが働いている（16ページ）。

Blank Disc 購入したばかりの録音用MD、または全曲を
消去した録音用MDを入れた。

CANNOT LINC 選んだ機器から録音できない。他の機器を選
ぶ。録音中に、選んだ機器との通信にエラー
が起きたときにも表示されます。このときは
xボタンを押して録音を停止し、もう1度録音
する。

Cannot Copy このMDを音源にしたデジタル録音はできな
い（14ページ）。

Cannot Edit 市販のMDソフトは編集できない。
プログラム、シャッフル再生の状態で編集し
ようとした。また、LP2、LP4ステレオ録音
したMDを編集しようとした。

Cannot Synchro CDが再生中にCDシンクロ録音しようとし
た。また、CDシンクロ録音中に読み取りエ
ラーがおきた。

Disc Full MDの残り時間がないため、録音できない
（「システム上の制約」41ページ）。

Impossible 録音または編集操作ができない（31ペー
ジ）。

Incomplete!! 本体の振動やディスクの傷、汚れなどによ
り、S.F EDIT（録音後の録音レベルの変更、
フェードイン・フェードアウト）が正しく行
われなかった。

Initialize（点滅） セットアップメニューの設定などを本機は記
憶していない。また、タイマー録音した内容
やプログラムした内容が、長時間経過したた
め消去された。（?/1スイッチを押して電源を
入れたときに、約4秒間点滅します。）

Name Full 曲名とディスク名の文字数が上限に達した。
最高約1700文字しか入力できない。

NEW CONNECT i.LINKの経路に新しい機器が追加された。本
機や本機に接続しているi.LINK対応機器の電
源コードやi.LINKケーブルを抜き差ししたと
きも表示されます。

No Change 録音後に録音レベルを変更するときに、録音
レベルを変更しないでYESボタンを押したた
め、書き換えをせずに終了した。

No Disc MDが入っていない。

No Name 名前が付いていない。

No Program!! 曲がプログラムされていないのにプログラム
再生をしようとした。

Premastered 市販のMDソフトには録音できない。



44

そ
の
他

メッセージ 意味

Step Full! プログラムした曲数が最大値に達し、これ以
上プログラムできない。

Remote 本機は接続された外部機器にコントロールさ
れている。＊

このとき、本体とリモコンのボタンは働きま
せん。

S.F Edit! S.F EDIT（録音後の録音レベルの変更、
フェードイン・フェードアウト）の実行中に
他の操作をしようとした。

S.F EDITの実行中は他の操作はできない。

S.F Edit NOW S.F EDIT（録音後の録音レベルの変更、
フェードイン・フェードアウト）の実行中に
`/1（電源）スイッチを押した。

S.F EDITの実行中に電源を切ると、書き換え
が正常に終了しない。編集を終え、S.F EDIT
モードを出てから電源を切る。ただし、この
表示が出ているときに電源を切るときには、
表示が消える前に`/1（電源）スイッチをもう

1度押す。

Smart Space スマートスペースが働いている（16ページ）。

TOC Reading MDを入れた直後に、記録された情報を本機
に読み込んでいる。

＊ この場合以外に「Remote」が表示されたときは、本機の電源を入れ
直してください。

メッセージ表示一覧
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エディットメニューの項目一覧

本機では、メニュー操作でさまざまな編集ができます。各編集操作についてはそれぞれの項目で述べてあるとおりですが、メ

ニュー内の各項目とその働きを以下の表にまとめました。操作のご参考にお使いください。

エディットメニューへの入りかた
MENU/NOボタンを押して、「Edit Menu」を表示させる。

ご注意
本機の状態によって、MENU/NOボタンを押したときに表示される項目は異なります。

項目 サブ項目 はたらき 参照ページ

Name ? Nm In ? 曲やディスクに名前を付ける。 32ページ

Nm Copy ? 名前をコピーする。 33ページ

Nm Erase ? 名前を消す。 33ページ

Nm All Ers ? すべての名前を一度に消す。 33ページ

Tr Erase ? — 曲を消す。 28ページ

Move ? — 曲を移動する。 31ページ

Combine ? — 曲をつなぐ。 31ページ

Divide ? — 曲を分ける。 30ページ

A-B Erase ? — 曲の一部を消す。 29ページ

All Erase ? — 全曲を一度に消す。 29ページ

Undo ? — 最後の編集操作を取り消す。 34ページ

S.F Edit ? Tr Level ? 1曲全体の録音レベルを変更する。 35ページ

Fade In ? フェードインする曲を作る。 35ページ

Fade Out ? フェードアウトする曲を作る。 35ページ

Setup ? — セットアップメニュー（45ページ）に入る。 —
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セットアップメニューの項目一覧

本機では、メニュー操作でさまざまな設定ができます。設定に必要な操作についてはそれぞれの項目で述べてあるとおりですが、

メニュー内の各項目のはたらき、設定値、初期値などを以下の表にまとめました。操作のご参考にお使いください。

セットアップメニューへの入りかた
停止中にMENU/NOボタンを繰り返し2回押し、「Setup Menu」を表示させる。

項目 サブ項目 はたらき 設定値 初期値 参照ページ

T.Mark — トラックマーキングのしかたを設定する。 Lsync/Off Lsync 17ページ

LS(T) — オートトラックマ－キングの
基準レベルを設定する。

–72～0dB（2dB単位） –50dB 18ページ

Auto — オートスペースとオートポーズを設定する。 Off/Space/Pause Off 25、26ページ

S.Space — スマートスペースとオートカットを設定する。 On/Off On 17ページ

P.Hold — 入力信号の一番高いレベルを常に表示する。 On/Off Off 16ページ

F.in — フェードインの時間を設定する。 1.0～15.0s 5.0s 36ページ

F.out — フェードアウトの時間を設定する。 1.0～15.0s 5.0s 36ページ

Synchro — CDシンクロ録音のスピードを設定する。 Normal/High High 19ページ

LPstamp — MD LP録音時に、曲名の頭に
On/Off On 15ページ

「LP:」を付けるように設定する。

Dimmer — 表示窓の明るさを設定する。 Dimmer 1/2/3/4 Dimmer 1 37ページ

Ping — Ping機能を設定する。 On/Off On 37ページ

Powersave — パワーセーブ機能を設定する On/Off On 38ページ
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自己診断機能と表示一覧

本機には自己診断表示機能があります。本機が正しく動作していないときに、表示窓に3桁または5桁の英数字コードとメッセー
ジを交互に表示して知らせます。

以下の表をご覧になり、表示にあった対処をしてください。2、3度繰り返しても正常に戻らないときは、ソニーサービス窓口に
ご相談ください。

コード/メッセージ 原因と対応のしかた

C11 / Protected ディスクが誤消去防止状態になっている。
, ディスクを取り出し、録音可能状態にする（13ページ）。

C12 / Cannot Copy 本機で再生できないフォーマットのディスクを再生しようとしている。
, ディスクを取り出し、音楽用のMDを入れて再生する。

C13 / Rec Error 正しく録音できなかった。
, 振動のない場所に本機を設置し、録音をやり直す。

ディスクにひどい汚れ（油膜、指のあとなど）や傷がある、またはディスクが規格外である。
, ディスクを交換して、録音をやり直す。

C13 / Read Error ディスク情報を正しく読み取れなかった。
, ディスクを入れ直す。

C14 / TOC Error ディスク情報を正しく読み取れなかった。
, 他のディスクを入れてみる。

, ディスクの内容をすべて削除してよいときは、記録されている内容をすべて削除する（29ページ）。

C41 / Cannot Copy このMDを音源にしたデジタル録音はできない（14ページ）。

C71 / Din Unlock 一瞬表示されて消えるときは、録音中のデジタル放送の信号によるものです。録音内容に影響はありません。

i.LINK接続されたデジタルの音源からの録音中に、i.LINKケーブルが抜けた、または音源の電源が切れた。
, ケーブルをつなぐ、またはデジタル機器の電源を入れる。

C78:03 / LOOP CONNECT i.LINK接続がループしている。
, 接続を確認する（39ページ）。

C78:04 / NO SIGNAL 選んだ機器の電源は入っているが、出力がない。
, 選んだ機器から音が出ているか確認する。

C78:11 / C78:12 / CANNOT LINC 本機が他の機器とLINCしているため、選んだ別の機器とLINCすることができない。
, 使用しない機器のLINCを解除する。

C78:15 / BUS FULL i.LINKのバスが込み合っているため、本機から信号を出力できない。

C78:21 / NO SIGNAL 選んだ機器と本機が正しく接続されているが、選んだ機器から本機への入力がない。
, 選んだ機器から音が出ているか確認する。

C78:22 / NO SIGNAL 入力された信号のフォーマットに本機が対応していない。

C78:23 / NO SIGNAL 選んだ機器の電源が入っていない。
, 電源が入っているか確認する。

C78:31 / NO SIGNAL 本機と選んだ機器のデータ転送が不安定になっている。または、入力された信号のフォーマットに本
機が対応していない。
, 選んだ機器の状況と、信号のフォーマットを確認する。

C78:32 / NEW CONNECT 録音中に、i.LINKの経路に新しい機器が追加された、またはi.LINK経路内の機器の電源コードや
i.LINKケーブルが抜き差しされた。
, 録音中は、電源コードやi.LINKケーブルを抜き差ししないでください。正しく録音できないこと
があります。

E0001 / MEMORY NG 本機を動作させるために必要な内部情報に問題が生じた。
, お近くのソニーサービス窓口にご相談ください。

E0101 / LASER NG 光ピックアップに問題が生じた。
, 故障の可能性があります。お近くのソニーサービス窓口にご相談ください。
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